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声楽 技における歌 の一
A Study of Singing Methods in Vocal Music

黒田恵美
          （教育学科 講師）

声楽は体そのものを「楽器」とするため、楽器としての体のしくみを知り、発声における呼吸 や
体の使い方を学び、声を自 に うために よく声が く イントを見つけ、その上でテクニックを身
につける 要がある。また歌には歌 があり、その歌 の や解釈を理解し のようにメロディに
て歌 するかによって様々な表現が可能となる。本稿では発声のしくみと発声練習の を述べた後、中
学校歌 教材や高 学校音楽の歌 教材である、「荒城の月」「 の 」「からた の 」を用いて、
に歌 と の りから表現の 方を し、歌 上のための指導の可能性を探った。

声楽 ベル・カント 発声 ウォーミン アッ 歌 教材

． に
人の声による音楽つまり歌 には様々な分

野があり歌 も様々 が、本稿で り上げ
る「声楽」での歌 はクラシック音楽のオペ
ラや歌曲な での歌 であり、イタリアで

れたベル・カント に いて述べ
ていく。ベル・カント について東敦子が
書『ベル・カント・ヴォカリッツィ』¹の中で、
ベル・カントでいう ”美しい声 ”の要素につい
て 下のように述べている。
  

(1)無理がなく自 で美しい き
  (2)や らかく が自
  (3)音 にムラがない
  (4) に があり 広く 々としてい         

る
  (5) く歌っていても れない
  (6)音 の に み表現 が か
  (7)声は明るく明

筆者もこれまでに様々なレッスンや指導を
受けてきたが、おお このような声を め
られてきたし めてきた。指導者を する

ことから入り、指導者や 的に活 してい
る歌 の声や歌 を参 に、 らの きや表
現に こうと練習に 。 自身の体
の から、このような声に くためには
自身の体について しく知る 要性を じ、
声を出すときの体のしくみについて、一 社

人 Le Muse によるオンライン 会
mio corpo di cantante 歌うための の体 ²
で学 。この講座は理学 による 24 回
の講座で、人体 や３D 人体 ア リを
用いて、「呼吸について」「 について」「声を
る みについて」な を解 学の か

ら学ぶものであった。 や 、 の が
り、 きを知ることで、筆者自身の歌 や指導
に いて一 することができた。
筆者はこれまでに 20 く、 ２～３校

の小学校（ は中学校も） と歌
指導に出 いている。ま ミニ ン ートを
し、その後歌 指導するの が、 れ れの
を くことにより、歌うこと の と

上 が すことを している。そしてこの
がその後の歌 指導に大きく する。

歌 指導では 声が のように出るかを
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明するの が、ま 「歌う こから声が出て
いますか」との に、「お から」「 から」
という えが ってくることが い。これは
「お や から声を出すイメージで」という
ように で習ったことからの え と
れるが、お や から声を出すことは 可能
である。そこで には声 がありそこで声が
られていると声の出るしくみの 明をし、

声 は に一つしかなく れても り え
ることのできない 一無 の大 なあなたの
「楽器」であると 明する。すると声の きと
声 が し、またや らかい きになる。
の 体 をする に、 この を ば

しているのか すると ぐれ方が うと言
れるのと同じく、歌 においても声の出る

しくみを知り、身体の部 を することは
目指すべき声に くために大 なことであ
る。そして表現 は発声の 達 によって大
きく れる。
本稿の目的は、学生が声楽技術を習 し歌

うことの楽しみを見出すことこそが、教 を
目指す らが 歌 指導するために 要な
ことであるという えの下、発声のしくみと
しい発声を身につけるための発声練習の
について述べ、中学校歌 教材や高

学校音楽の歌 教材の日本歌曲を用いて、
に歌 と の りから表現の 方を し、
歌 の 上を目指すものである。

． に
れ れ人 は生まれてから たり のよ

うに声を出しているので、 のように声が出
るのかを えることはない。しかし、しくみを
知ることは、 よく声を出すことに がる
と筆者は えている。
(1)声が られるとこ
ま 一 的に音が る を えてみたい。
体と 体が することにより が こ

り、その が空 を て音となる。
人 の声は にある声 で られている。

声 は に がる の上部にあり、 から
り出 れた が声 にかかり する。こ

の によってできた音が や に
し声が られる。
声 は の上部にある に してお

り からは を使っても見えないが、 う
とけの ３mm くらいのとこ にあ

る。２ の とその内 に と の
３ でできており 、 と

に まれた中にある。 は に
１ で しており、後 は２つの
にそれ れが しており、これらの が
声 を様々に かして、声 を た
り たりしている。
呼吸 は声 が V の に いた となる

が、発声 ２つの声 は じており（図１）、
後に ばして ると高い声が、 めると

い声が出る。音の高 は ルツ（Hz）によっ
て表 れるが、これは１ の を
で表すものであり、 えば１ a(ラ )の音は
440Hz つまり１ に 体が 440 回 して
いることとなり、声で えると声 を 440
回 ていることになる。この を
り出すために声 の や を し、
要な を って音 を り出しているの 。

また声 が ったりと じているときは
声となり、 がある では れし、か

すれた声になる。

³

(2)歌 の呼吸について
歌 の呼吸で大 なのは、いかに よ

く を吸って声 を るかである。そ
のための呼吸について述べていきたい。歌
の呼吸については一 的に 呼吸を う

と れている。 という名がついているが、
空 は にしか入らないので、 と 部を
てている を下げて く を吸うこと

を 呼吸と呼 でいる。



─ 91 ─

声楽実技における歌唱法の一考察

― ―

筆者は学生の に 的なソ ラ 歌 で
あ る デ ィ タ ・ ル ベ ロ ー ヴ （ Edita 
Gruberová,1946-2021）の 日 ン ートを京
都 ン ートホールの にある座 で
いた。 ロの歌 の から を くの

も見るのも初めてであったが、呼吸をするた
びに が大きく ら のに いた。それか
らは、 も理解 に が入るように
と日々練習したものである。 に が入り
すと よりもフレーズを く歌えるよう

になり、声も 分か自 になっていった。 中
に を吸うことについて、蔵田裕之はウィー
ン音楽大学で呼吸 を体 するためにフ ン
シン の があり、そこで学 呼吸 と
歌 での呼吸 について 下のように述べ
ている。

はロッカー（ を く）に、 し        
っ めるようにして、 は 中に吸うのが
しい え方である。（中 ）そしてこれは、

そのまま声楽にも てはまることである。
（中 ）この 中に吸 れた を無 なく
つかうために、内部からの が 要となる。
本 なら、 の 少に って、 部も っ

で くのであるが、 し それに
する を内部から えてやることが 要で
あり、これが の えとなり、また高音を
出す の えにもつながって るのである。

このようにフ ンシン の 中に を吸う
ことが声楽にも てはまると述べている。こ
のことをより に導いてくれたのは、 述
した 2020 9 月 6 日に Zoom で受講した、
一 社 人 Le Muse によるオンライン
会 での第８回目
の講 「 」であった。 は い
で、第７ から第 12 の内 に 広くく
っついているため、お を まにしたよう
な をしており を広げたり めたりして
上下 る。 方は に しており と

に まれているため、 かない。 の
中 には き下げる空 があり、そこに空

を入れることができる。また 中 は第 3
（図２参照） りにまで から のよ

うに が びており、こ らを き下げて
を吸っている。
歌 においてはできる け を下げて
を吸い、その を 、そしてできる け

ゆっくりと を上 て呼吸を ント
ロールしながら を らな
ければならない。
に を し しく呼

吸を っていると、 や
で吸うのではなく、 中を
らま ることにより、
に を吸うことができる

ようになる。 器の ス
トンを下げると空 が入る
しくみを えると かりや
すい。

(3)歌 の
歌 の 方について、呼吸がしやすく
に が か るように つべきである。

ま は りこぶし１つ くらいの に
に き は に つ。 はくるぶしの
下に じるように 指は かないよう

にして下 身を る。上 身は を
め リラックスして つ。 に は入れ
を少し き、 が楽に できるようにす

る。
して歌 する は、 子の 分の

一に座る。その は た て座るのが
ましい。 部の を後 に っていきながら
座ると を た て座ることが出 る。
は に は りこぶし１つから 1 つ く
らいに く。上 身は った と同じである。

.
ここからは発声練習について に筆者が

今までに歌 するために してきたことと、
指導してきて 的であったことを を用
いて述べていく。
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ウォーミン アッ
歌 するときはあらゆる をしなやかに

使 なければいけない。 を に め、
が入りやすくするのに なウォーミン ア
ッ を述べる。
(1)ま 体を すって全身を める。 を
よりやや めにつま は っ ぐにし、 は

し からぶら下がっている で つ。
土 ま に を じ 全体で を す
イメージで を使って しく に れる。３
分 れると、 が良くなり体を かし
やすくなる。
(2) に を自 に うために の 1.5

に を き、つま は に けて つ。
く を吸い、 きながら から し
していく。この も曲げていく。 した
でゆっくりと２回呼吸した後、 から
まで 24 の （図２参照）を１つ つ

み上げるように体をゆっくりと こしてくる。
これを２回 り す。
(3) りを める。 の下から を

で み 方 に く っ る。 を き
ながら を して を回す。 回し、後
回し に５回 つ。 も同様にする。
(4) を にする。 を き に を る
ような じで を く。その で 呼吸を
する。 も同様にする。
(5) を にする。座って う。 を み
に をついて 呼吸する。 に みをし

て 呼吸する。
(6) を める。座って う。 の を
って 呼吸する。 を の につけて
呼吸する。体を って 呼吸する。い れ

も う。
(7) 部を める。 を えてし がみ、 呼
吸する。

(3)から (7)はその日の を見て 要であ
れば指導する。また 2020 には、声楽曲材と
して教 らでウォーミン アッ と発声につ
いてのオンデマンド教材 を した。現 は
この教材と 用して指導している。

呼吸

の (2)で述べたように、 呼吸では
に が入る。 から の第 10 （み
お からな れる ）のあたりに を て
て、そこが ら よう から を吸い、 の
から を出す。無声音「S」の発音で、でき

る け く ばす。これを か り す。初
者では の入った が みにくいことが

あるが、 けていくう に の きを じ
られるようになる。
ストローを使って の きを する
目のストローと 500ml 下の空のペット

トルを用 し、３分の１ を入れる。ス
トローの を２cm に し、 にく え
て を く。この が出るが ク クと
一な が出るようにする。そうすることで
を ントロールすることを える。 を き
きったら、ストローをく えたまま のみで
中を して を吸う。これを か り
すが、 初は５ を く 吸うから め、

10 、15 と少し つ く を くようにす
る。 く く にも にムラがないように
の を ントロールすることを ける。
ストローを使って声 のウォーミン アッ

の方 で出しやすい めの音 で「U」と
発音しながら を く。「U」と発音すること
により声 が するが、ストローを使うこ
とによって の みなく声 を かすことが
出 る。
発声練習
いよいよ声を出していくが、発声する に
したいことは上 身の中 のライン（会

から を一 に ライン）であ
る。このライン上で に したい は会
、 田、み お 、声 、 、 であ

り、これらを って体の に けていくこと
を する。これは ガでよく にする
クラ（ ンスクリット語で 、または回る
という ）の と 一 する。 ク
ラは ル ーが出入りする で、 の
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ように ル ル回って ルル ーを生み出す
と れている。第１ クラから第７ ク
ラまであり、それ れ第１ クラは会 、

の 、第２ クラは 田、第３ ク
ラはみ お 、第４ クラは の中 、
あたり、第５ クラは 、第６ クラ

は 、第７ クラは に たり、
より を っている。これは今まで述べてき
た や と い 的ではあるが、声
楽でよく言 れる「お で える」という伝
え方では、 部を めてしまう が く
的でなかったため、筆者はあまり使 ない

ようにしている。 は めるのではなく、
しなやかに くべきである。それ に筆者は
会 から ル ーが を きながら
上るとともに、 、 き、言 がこの回 に
って を けていき、声を けたいとこ

かって を いて ばれるイメー
ジを つようにと伝えるようにしている。
このイメージを 本に発声から歌 を う

が、大きな声を出そうとしてはいけない。大
きな声を出そうとすることは、 みに がる
からである。 よく声が く イントが見
つかれば、自 に音 は す。それまでは
mp で発声練習することが ましい。しかし
のある声を らなければいけないので、体
は 要である。そこで体 が い は、

発声練習 下の にシリ ン ューブを用
いるようにしている。シリ ン ューブをみ
お りに にして 、 方 に に
きながら歌う。この と の者が下
の音 を歌う に っ ることをやめてし

まうが、フレーズを歌いきるまで くのが
イントである。また、体 の い者は初めの
う は が らついたり上 身がぐらつい
たりするが、 う中で体 が えられて
くると、 らつきもなく体も が す。
ューブは体 中 で に 上下に っ

ったり、 め方 に っ ったり、 を
の後 に上げ 方 に っ りながら を下
したりと ま まな方 で う。これは
を えるためではなく、 の きを 知

するために うので、やり てはいけな
い。２～３分 うのが ましい。
ストロー発声
呼吸 の の方 で「U」と発音しながら音
をつける。
譜 １の譜 を使って２ の きで、ゆっ

くりと声 を かしていく。 音 つ上げて
いき 高音が c(ド )までいったら 音
つ下げて の a（ラ）まで下りてくる。

～

～

リッ ロール
リッ ロールとは、 じた に を てて
を る る発声 である。ストローを用

いた発声と同様に をリラックス て発声
できる。また、 りや表 を める。音
が良くなるな の がある。 が れてい
ないと が止まってしまうので、 の れ
を しやすいというメリットもある。
ま 、音 をつけ に を じて を て

てみる。できない は にそれ れ人差
し指を く え、内 に少し の を
める。その のまま を てる。これで

と の者が もしない よりできるように
なる。リッ ロールを く けられるように
なれば、音 練習をする（譜 ２）。 高音が

e（ミ）までいったら下りてくる。

～

～

下 の に止まりやすいので、 に は
に けていく を って う。
この発声は慣れてくると高音まで出しやす
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くなるので、様子を見ながら音 を広げてい
く。譜 ３の音 で無理なく出 る高音まで
音 つ上げていき、そこから 音 つ下が

ってきて無理なく出 る 音まで下げてくる。

ミン
ミン は m、n、ng の 音で歌うことで

ある。声の が じやすくなる。
譜 ４の音 で無理のない音まで 音 つ

上げていき、 音 つ下がってくる。 の
譜 においても同じようにする（初 者は
い音 から、回 を う とに 々に広げて
いく）。 らに譜 ２、３を用いて ミン を
う。

～

音 と子音を 発声
ま 音 a/e/i/o/u/の発音について し

て お く 。 歌 に お い て は イ タ リ ア 語 の
a/e/i/o/u を用いて う。５つの 音を発音す
るとき、い れの 音も は下の の
のあたりに く れているようにする。

・「a」を発音する は を高く 、上
が見えるように を け明るくはっきりと

発音する。
・「e」は「a」の の をあまり えないよう
にしながら、 の中 を 上げて に少し
し出す。

・「 i」も 内を高く って、 を に っ
る。「 i」は初 者の 、上下の を
て発音することがよく見受けられるが、そ

の は上下 を指１本分くらいの を
けて発音するようにする。

・「o」は「a」の の中の空 を えないよう

にしながら、 を に き出して い の
を り発音する。
・「u」は「o」よりも に を き出し、日本
語の「う」よりも の方で音を る。
声楽では上 を高い に って歌う。上
に かって を吸うとあくびをした のよ

うに上 が高い に あがるが、これを
し全ての 音を歌う。これらに をつけ

て声が きやすい「 i」の 音から えていく。
譜 ５をま 「ui」で に「 ie」で う。「a」
は 内が広くなり きが やすくなるので
「mame」な で「 」の で「 a」「e」が
くように するとよい。

～

スタッカートの練習
スタッカートの練習は の 発 を

えるためにも な練習である。 を めて
を ったり、お を こま て を った

りしないように しなければならない。「ア
」と ってみると、 が くのを

することが出 るが、スタッカートの
も った のように を かして音を
る。譜 ３の音 を用いて「ha」や「ma」で
練習する。

の を める
歌 に が くなる者がいるが、 を

めてしまうと、 が くなり に がかか
てしまう。この に く を て が
を し ないようにして練習するとよい。
また譜 ５の音 を「Lou Lou」で歌うのも
的である。この は にぶら下がっ

ているイメージで と を上下に かし、
は き出して「o」「u」の発音を う。
を めると同 に、 を に使えるよ

うに「ba be bi bo bu」をそれ れ で歌う
練習、譜 ６を う。この練習は に 音を同
じ ジションで歌い、子音と 音が して
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発音しなければ いテン で歌うことができ
ない。 初は から練習し、 1
で歌えるようにしたい。

６

～

レガートの練習
美しい声で歌うことともう１ 大 なこと

がある。それはレガートで歌うこと 。蔵田裕
之も 書の中でレガート の 要性 につ
いて 下のように述べている。
  

  レガートこそは ーロッパ音楽の
をなすものである。 なことに

れることなき たる こそ、人
の に の ら をもたらすのである。

レガートに歌えるか かによって、歌
の が大きく れる 、声楽を学ぶ
上ではレガート は である。譜 ７は、
１オクターブの を れないように同じ
と ジションで歌うレガートの練習である。

全ての 音で う。
またベル・カント の に 要な発声テ

クニックに、同一音高でクレシ ンドしディ
ミ ンドする技 messa di voce(メッ ・デ
ィ・ヴォー )というものがある。声楽では
無理なく自 に声を ることができるように
なるために、声を出し ないように mp で
練習するべきであると 述したが、その練習
を けていると声が く イントがある事こ
とに く。その イントを見つけ１本のラ
イン上に声が集まるようになると、この messa 
di voce ができるようになる。messa di voce の
練習はある の技術を身につけてから う
とよい。

～

発声練習について譜 とともに筆者が に
っている を述べてきたが、これが全てで

はない。同じ音 を使って様々な言 で っ
たり、またその 々に 要であると した
音 を練習したり、 音 つの上下 けで
はなく５ 上げた後、３ 下げたり８ 上げ
たりとランダムに することで体の を
えるという方 もある。また、発声の教 本
ン ー （ 50 、25 、15 ）やパ フカ

81a、トスティ 50 な を用いて発声技
術を 上 レガート を身につけ、音楽
性を高めることも 要である。

．
歌にはメロディと歌 があり、それ れに

音楽上のアクセントと言 のアクセントがあ
る。声楽初 者は日本でも言語を理解してい
る日本歌曲からではなく、イタリア 典歌曲
から学び める。それには理 の一つに音楽
上のアクセントと言 のアクセントの か
ら、イタリア 典歌曲の方が歌いやすいとい
うことがある。ここではイタリア語と日本語
のアクセントについて してみる。
イタリア語の つアクセントは のアク

セントである。しかした アクセントの
を く発音するのではない。 えばイタリア
語で「こ に は」という の「Buongiorno」
という言 は Buon-gior-noと３音 で って
おり、第 2 音 の 下 の o にアクセン
トがあるが、アクセントの に があり
くというよりは くなる。しかし、イタリア

語には全ての 語にアクセントを つ音 が
一つあるが、 語が なるとアクセントのい
くつかが れる 。そしてこのアクセント
は のアクセント と かう となり、

と でいく性 があり、言語自体をレ
ガートに している。これをジョルダーニ
曲「Caro mio ben」の の歌 で見ると
下 の 音がアクセントとなる。

Caro mio ben,
credimi almen,
senza di te
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languisce il cor.
１ 目を見ると本 ならば mio は i にアクセ
ントがあるが れる。音楽との りは譜

8 で見るとおり、言 のアクセントは
と中 で 一 していることが分かる。

8

～

パイジ ッロ 曲「Nel cor più non mi sento」
でも の言 のアクセントを見ると

Nel cor più non mi sento
brillar la gioventù;

１ 目では１語 つ と、Nel,cor,più, non,mi,
sento とアクセントがあるが、 語が なると
アクセントは れている。音楽（譜 9）
との りを見ると、言 のアクセントは
である１ 目にあり、音楽と言 のアクセン
トが一 していることが分かる。これは音楽
のリズムが自 と言 の れを り出し、ま
た言 の が音楽の れを り出してい
くことになる。

～

に日本語について が、日本語のアクセ
ントは音の高 である。そして１音 が１
音のみまたは１子音 １ 音となっており、

りの言語である。１音 1 音が 同じ
と で れ、イタリア語のように
を って は れていかない。「荒城の月」

の を見てみる。「 高 の の 」を音読
すると、「はる/こう うの/はなのえ 」と
下 部分をはっきり発音することで が

伝 るが、音楽（譜 10）上のアクセント
と中 は、「はるこう うの はなのえ 」

となり、このまま音楽のアクセントに って
歌ってしまっては、 が分からなくなって
しまうので しなければならない。

10

～

．
歌 において、詩を理解することは で

あり、日本歌曲においても ではない。
とこ が日本の歌の楽譜の歌 は らがな

で書かれているために を り え、 っ
た読み方をすることがある。 レッスンで

一 、中田 曲の「 」を り
上げるが、歌い出しの歌 である「 は名のみ
の」を「 のみの」と えて練習してくる
者がいる。これは を見れば一目 であ
る上に、 を えれば かおかしいと
くことなの が、楽譜には らがなで
れているために、言 の れ目を ったため
に読み えたものである。こうならないた
めに、また詩を理解するためにも、 と ら
がなで書かれた詩を読 ことは 可 である。
この を理解するとともに、音楽のテン
に して音読し、 したい言 を見出し、
をイメージしておくと、歌 の表現に

びつく。
に発音について が、はっきりと言 を

発音するために、全てをローマ で書き出し、
の子音を てるかも したい。歌 にお

いて子音の や 、子音から 音 の
の 方によって様々な表 を り出すこと

ができる。レガート の練習として、歌 の
音 けを き出して歌う練習も うと良い

が、このローマ にする は、その にも
つ。そして しておきたい発音にガ の
音と 音がある。語 がガ の は

音になり、「うぐいす」な 語の 中にある
や の「が」は 音となる。

ここからは楽曲を用いて歌 表現を す
る。
荒城の月

は土井晩翠（1871~1952）。 城
に生まれる。詩人として活 した。この詩は

明 31（1898） に られたが、モデルとな
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った城は土井自身が「会 若 の 城と
の青 城であった」と語っている。
曲は （1879~1903）。東京に生ま

れる。 の で、 、 山
山 、大分 田 な に まいを した。
ア の 学生としてドイツに ったが、 の
ため した。この曲の 曲に たって
は、大分 田 にある 城と 山 の 山
城がモデル と言 れている。
この曲は明 34（1901） に東京音楽学校
集の「中学 歌」 の として
が 曲したが、 ア 譜が現 してい

ない。1918 ソ ラ 歌 の がニュー
ークでの ン ートで歌 するために、山

田耕筰に 曲を したものが広く知られて
いるものである。本稿ではこの山田耕筰 曲
版を用いる。山田は の原曲に し 下の

曲を った。
・テン を Andante から Lento
・ 性を h-moll から d-moll
・ 分音 を 分音 に し、全体を８小

から 16 小 にした
・ をつけた
・３小 目のシ ー を した
・１ で言うと「千 の 」のリズムを
(1)詩の解釈

で ４ 、４ から り、歌 の
は 下のとおりである。
第１ 、 のもとで 見の 会が

れている。 し には、月の光によ
り い の が っている。かつての（ の
りにあった の）月の光は こ ってし

まったのか。
第 2 、 の中では がみな

っている。 空には が月の光に を かび
上がら て でいる。 上には えられた
ように している に月の光が いている。
かつての月の光は こ ってしまったのか。
第３ 今 城となった城 を 中の月が

照らしている。 と ら 光は のために
いているの うか。 にはた が

っている け。今歌うのは に く のみで

ある。
第４ 空の月の光は と らないが、

人の の のはかな を今も し出そ
うとして、ああ月よ、おまえは 空に いてい
るのか。
第１ と第 2 はかつて人の きがあった
の城の （ ）と （ ）を て

き、第 1 で月とともに いていたかつての
城の は今はない、第 2 では の は
今はないと言っている。第 3 と第 4 は
の により を して り れた城

を に、 中の月を見上げて、月の光 けは今
も も らない、第 4 では自 は
らないが人の の は り ると言って
いる。

を理解したうえで、ローマ で読 で
みる。 をはっきりと出すように発音す
る。下 を いた g は 音である。歌
には の子音の の 音は めに めて、

の子音を めに発音する。
  Haru Koro no Hana no En
    Meguru Sakazuki Kage Sashite

   Chiyo no Matsugae Wakeideshi
    Mukashino Hikari Ima Izuko

   Aki Jinei no Simo no Iro 
    Nakiyuku Kari no Kazu Misete
    Uuru Tsurugi ni Terisoishi 
    Mukashi no Hikari Ima Izuko
    
   Ima Kojo no Yowa no Tsuki
    Kawaranu Hikari Ta ga Tame zo
    Kaki ni Nokoru wa Tada Kazura
    Matsu ni Uto wa Tada Arashi

    Tenjo Kage wa Kawaranedo 
    Eiko wa Utsuru Yo no Sugata
    Utsusantoteka Imamo Nao
    Aa Kojo no Yowa no Tsuki

(2)歌 する
この曲は 4 分の 4 子 63~76 Lento 
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doloroso e cantabile（ドレミ楽譜出版社の楽
譜は「 いを めて」と表 ）d-moll で書か
れている。
４小 を１フレーズとする a- -b- の２部
。 が上 して下 することにより、自

にクレシ ンドとデクレシ ンドが生まれ
ている。これを り しながら、クレシ ンド
により ル ーが高まり、この曲の 「千
の 」に かう。しかし すべき は、

ローマ 読みで した子音を めに発音する
ことにより生まれる、言 の れも しな
ければならない。 初の２小 で「はるこう
うの」では、音楽的には「 」が 高音になっ
ているので り上がるが、この「 」が発音も
音 も 出しないように歌 なければならな
い。２ 、３ も同様に。４ は音楽のアクセ
ントと一 しており、より い が表現
できる。

の
は 子（1913~2005）。新 に生

まれ、 で育つ。 を 表する 歌の
家であり、詩人。
曲は團伊玖磨（1924~2001）。東京に生ま

れる。オペラ、 曲、歌曲はもとより、あら
ゆるジ ンルの 曲を けた。
この曲は NHK ラジオの「 人の 」の歌

として 曲 れた。その後「メロディーに
て」という のテーマ・ソン として れ、
広く知れ った。
(1)詩について

は「 の 」の 者の言 として、
下のように語っている。

「 の 」は の の です。 が
り、 が れた 上は、 の山と一

の 土に れていました。その中に っ
た は を いたのです。 イ スカスな
の が中空に か でいる、 という

名から生まれた美しい の を。詩の中に
ある「 いていたよ の で… …」の部分
は、 によって ま まな しみや し

みを った人々の を したものです。

も知ら に詩を読 と、た 的な詩
と ってしまいが が、 を知ると、

後の荒 した様子を しながらも、 を
って しなければならない。
この詩には ま まな が出てくる。１

の「 （ ）」からは や が れ
る。2 にははっきりとした は書かれていな
いが、 れる が のように見える である。
ここからも きなイメージを じる。３
は「すみれ 」そして「 れの 」は く
しげである。これらのイメージしながら、 読
したり歌 し、１ から３ のそれ れの表
現の方 性を えていきたい。

(2)歌 する
この曲は４分の２ 子 72~84 F-

dur で書かれている。
者の の に き まれるような

大な の後、歌い出しの２小 から
ア はシン ペーションのリズムで音楽
の れを り出している。この れに って、
分 で を止めることなく歌い し、２

小 の に１オクターブ するための
ル ーを ら ばならない。この曲は２ 子
が、１小 を１つに えた方が が生

まれて、歌いやすい う。そして４小 ―５
小 ―８小 ―５小 のフレーズを じて歌
う。「 になって になって」の部分は Dm-
Gm-Gm-A- -F-B -F と 声が し、メロ
ディは ク ンツで、 く「 けていったよ」
の「よ」に かって、高 が高まっている。
「 けて った」の「た」の は、 の 16
分音 をよく聞き、テ ートで歌い、「よ」の
２小 に を める。
２ の歌 では「うつくしい」や「うみ」「あ
れていた」「お っていた」と 音から ま

る 語が 用 れている。 音から歌い め
るときは、子音がある よりも を めて、
めに歌うと言 が伝 りやすい。3 は

者の言 （ 用 ）や、 述の のイメージか
らも しげであるが、團は同じ で歌
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ている。「詩を読 う に、（中 ）そこには、
詩人の りが っていた。美しい よ、
えれ、やがて に人々の の る よ、美し
くあれ 1 0。」と團が語っているように、３ も
しくなってはいけない。１ ２ よりは音
を として歌い、より に発音すること

により、 と團の りを じて歌いたい。

からた の
は 原白 （ 1885~1942）。 に生

まれる。詩人。「からた の 」は 原白 が
少 を した での い出と
山田耕筰の少 の体験から生まれたもの
で、1924 に 「 い 」に発表した。

曲は山田耕筰（1886~1965）。東京に生ま
れる。日本初のオー ストラを 。 曲
は に たる。 原白 と 「詩と音楽」
を 。 原白 の詩による名曲を 生み
出す。この曲は 1925 に、 「女性」に発
表 れた。山田耕筰は自伝 11 の中で

  で に れたりすると（中 ） は
の まで げ出し、人に見 たくない

をその 方に い 。（中 ） の、白
い 、青い 、そしてあのま い の 、そ
れは自 生活における の スタルジア
。その スタルジアが白 によって詩
れ、あの歌となったの 。

と語っている。
詩は ・ ・ ・ 音で ２ 、６ から

っている。「からた の 」は 、「からた の
とげ」は 、「からた の 」は 、そして
び「からた の 」で と を り回 して
いる。

にローマ で読 でみる。
Karatachi no Hana ga Saita yo
Shiroi Shiroi Hana ga Saita yo

Karatachi no Toge wa Itai yo
Aoi Aoi Hari no Toge da yo

Karatachi wa Hata no Kakine yo
Itsumo Itsumo Toru Michi da yo

Karatachi mo Aki wa Minoru yo 
Maroi Maroi Kin no Tama da yo

Karatachi no Soba de Naita yo
Minna Minna Yasashikatta yo

Karatachi no Hana ga Saita yo
Shiroi Shiroi Hana ga Saita yo
「yo よ」で を のが 的であるが、

の「よ」には同一音高で、 ２ の音
を えられている。この２ にそれ れの
の表 を て表現したい。しかし「からた
のそばで いたよ」の部分は、ppp で g

から d と音高を え、そこから く「み
なみ なや しかったよ」がこの曲の

である。この部分は自伝の 用 11 で した
ソードと一 する部分でもあり、 い入

れも いことがうかがえる。歌 する も
と に表現したい。
山田耕筰は言 の に に 曲してい

る。言 に なため、 子も 4 分の３ 子
と 4 分の 2 子を り 、音読をしてその
ように歌えばメロディになるように書かれて
いる。 からこそ難しいと山田自身も述べて
いる 1２。

「からた の 」は（中 ） の歌曲のう
でも かしいうたの一つであ う。で

は が かしいのか。それはこの曲が
あまりにも に書かれてあることと、こ
の歌が し言 と、言 のなかに ってい
る、日本語そのもののなかに内蔵 れてい
る を呼び まして書かれているからで
ある。

曲 は ４ 分 の ３ 子 56 Andante 
tranquillamente  G-dur で書かれている。
Sempre sotto voce と にあり、表 号も
１語１語についている かく指 れて
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おり、技術的にも困難な曲である。発声練習で
述べた messa di voce と、レガート、の練習を
することと、歌うように音読し、音読するよう
に歌うことを目指したい。

６．おわりに
大学に入学してから初めて声楽を学ぶもの

は少なくない。声楽は体そのものを「楽器」と
するため、楽器としての体のしくみを知り、そ
れを使いこなし、楽器を理解した上でテクニ
ックを学び、慣れない言語を学び、その上で表
現していかなければならない。本稿では、筆者
自身の経験や、様々な学生との出会いの中で
築いてきた指導の内容を、具体的に述べた。
しかし目に見えない部分を指導することは、

個人の受け止め方も様々である。また表現に
おいても千差万別であり、今後もあらゆる可
能性を探って研究を広げていきたい。

注

１．東敦子 （1996） ベルカント・ヴォカリッツ
ィ ―パルマからの報告書― 学修研究者
第３刷 p.12

２．講座のホームページ
https://lemuse.or.jp/online-lessons/il-mio-
corpo-di-cantante/
筆者は 2020.7.12～2020.12.27 全 24 回受講

３．イラストは無料素材 (2023.1.14 ダウンロード )
https://www.ac-
illust.com/main/search_result.php?search_w
ord=%E5%A3%B0%E5%B8%AF&sl=ja&pp=
70&qid=&creator=&ngcreator=&nq=&srt=dl
rank&orientation=all&format=all&color=all

４．蔵田裕之他 29 名 （1995） 声楽ライブラリ
ー３ 呼吸と発声 音楽之友社 第３刷 p.76

５．イラストは無料素材（2023.1.4 ダウンロード）
    https://www.ac-

illust.com/main/search_result.php?page=1&
word=%E8%83%8C%E9%AA%A8&mode=&ci
d=&word_id=&srt=dlrank&format=all&qt=&
creator=&ngcreator=&nq=&qid=&creator_id
=&orientation=all&crtsec=&pp=70

６．黒田恵美・大橋ジュン・他３名 （2023） オ
ンデマンド教材を活用した声楽指導について
京都女子大学発達教育学部紀要第 19 号 p.3-
7 参照

７．４と同じ p.77
８．セルジョ・ソッシィ他 34 名 （1991） 声楽

ライブラリー６発声と発音 音楽之友社 第
３刷 p.32

９．小原光一他 14 名 （2016） 中学生の音楽２・
３下 指導書 教育芸術社 p.26

10．同上 p.26
11．山田耕筰 （1999） 山田耕筰「自伝 若き日
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